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研究成果の概要（和文）：本研究は、環境変動に伴って失われてゆく在来知と科学知の双方を、長期的生態環境
モニタリングと地域住民への聞き取りを含む実地調査を踏まえて取りまとめることを目的に行われた。調査対象
地域である、東アフリカ・タンザニアのマハレ山塊国立公園とその周辺域では、気象データから地球規模での気
候変動の影響が認められた。実地調査や聞き取り調査は、パンデミックに伴い研究期間途上で断念せざるを得な
かったが、代わりに研究が開始された1960年代を含む過去資料にあった246点の植物の画像資料などをもとに方
名や学名を推定し、これまでの調査では地元民も知らなかった植物名と該当植物など貴重な54点の資料を発見で
きた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to summarize both indigenous knowledge and 
scientific knowledge that is being lost due to environmental change, based on long-term ecological 
monitoring and field surveys including interviews with local people. In the target area, the Mahale 
Mountains National Park in Tanzania, East Africa, and its surrounding areas, the effects of global 
climate change were recognized from meteorological data. The field surveys and interviews had to be 
abandoned in the middle of the research period due to the pandemic, but instead, I estimated the 
local names and their scientific names based on 246 plant image from the past, including the 1960s, 
when the research was initiated. Within these data, I discovered 54 valuable data of which the local
 names had not been known even to local people during my previous field surveys.

研究分野：地域研究、生態人類額、人類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
地球規模の環境変動は日本を含む先進国が主要な責任を負っている。環境問題に対処するためのマクロな対応・
対策が重要な一方で、地球規模の環境変動が及ぼす影響の実態は、各々の地域の環境特性に埋め込まれて実現す
る。そこには当該地域での人間活動の歴史も含まれるが、これらを総体として扱うことは困難な場合が多い。さ
らに、在来知は変わり続ける生態・社会環境に埋め込まれて息づくが、近年の環境変動下では知の対象となる
個々の生物そのものも失われてゆく。本研究の成果はこうしたミクロな実情にそって、変化し、失われゆくもの
を多角的な観点から記録として残そうとする試みである点で学術的・社会的な意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 近年、人文学系諸分野において、研究対象地域の生態・社会環境に埋め込まれた「自然」に関
わる在来知が注目を集めている。申請者はこれまで、西部タンザニア・マハレ山塊国立公園にお
ける、気候・植物季節動態・植生の中長期的変動の分析や、動植物の方名の調査を通して、こう
した在来知の研究動向については二つの課題がある認識してきた。一つは科学知の取り扱いで
ある。在来知の対象となる人間以外の生きものは、直接的な研究対象とはならず、（一般化され
た）自然科学の領域におかれ、在来知と一般化された科学知は対立的～無関係であるかのような
様相を呈する。しかしながら、例えば、気候はその一帯の地形・植物相・植生・水系など、個々
の場所の特性に埋め込まれてあることは科学的にはよく知られたことである。さらに、このよう
に埋め込まれてあるということの意味は、変わり続けるその地域特有の環境の変遷のもとに在
来知があるということである。つまり、当該地域における在来知に迫るためには、その地域の自
然環境ならびにその長期的変遷を科学的に把握する必要もあるが、そうした長期的な資料の蓄
積がそもそも存在しない場合も多い。二つ目は、喫緊の課題として、在来知そのものと、知の対
象となる個々の生きものの双方が失われつつある現状である。すなわち、地球規模の気候変動が
生物種の大規模な絶滅をもたらす可能性が危惧されている。また、近代教育の普及や自然環境の
保護政策によって、対象物に見・触れる機会が減少していることも在来知への影響として無視し
えないものとなっている。 
 本研究が対象とした地域は、1960年代から始まった科学的な長期調査地であるとともに、地
域住民と深く繋がりあって継続してきたことが基盤となり、こうした総合的な研究がある程度
可能な稀有な土地である。本研究は、対象地域における生態環境の長期調査を引き継ぐことで、
気候変動の実態を把握するとともに、過去の資料を含めて在来知について調べることで、自然に
関わる在来知とそれが埋め込まれている生態・社会環境双方の変遷について、後世の地域住民に
とって有用な記録として遺すための重要な一歩となる。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、長期的な自然環境の変動と、社会環境の大きな変化のただなかにある調査地
（東アフリカのタンザニア・マハレ山塊国立公園）とその周辺域において、環境変動にともない
失われてゆく在来知と科学知の双方を、系統立てた環境モニタリングと地域住民からの動植物
についての聞き取り調査を踏まえてとりまとめることである。特に、この地域の植物に焦点をあ
て、どのような環境の下で個々の在来知が息づいているかの理解を深め、さらに地域住民が利用
可能な、失われつつある在来知の対象となる植物についての在来知―科学知横断的な図鑑の編
纂に必要な一次資料の収集を目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究は、当初の予定では実地調査によって、植生の変化に関わる現地調査、動植物の方名や
植物にまつわる在来知の聞き取り調査、植物そのものの広域調査を計画していた。残念ながらコ
ロナ禍における渡航規制や、絶滅危惧種の生息する本研究の調査地への影響が危惧されたこと
から、必要十分な実地調査はおこなうことができなくなった。気候の長期的変動については、本
調査地で研究する研究者らが共同的に収集している日ごとの雨量、最低気温、最高気温の資料を
電子化し、分析をおこなった。日々の気象モニタリングや植物の季節動態については、研究者が
現地に赴けない期間も、地元の人びととなんとか連絡を取り合いながら継続を目指した。これら
の資料については、気象については現場の計測機器の状況を確認できていないこと、植物の季節
動態に関わる資料については、分析の基礎となる植生調査を実施できていないことから、現時点
では分析ができない状態にある。 
 植物叢については、実地調査ができない代わりに、当該地で研究が開始された 1960 年代を含
む過去資料を渉猟した。すなわち、先人研究者の未整理の資料から植物に関連する写真やメモな
どを探し出しデータベース化した。これを既存の植物リスト（Nishida ＆ Uehara 1981; Itoh 
2015; Itoh et al. 2015）をもとに、これまで申請者が収集してきた植物やその植物についての
聞き取り調査に基づくデータベースと照合し、新たな情報がないか確認した。 
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４．研究成果 
 分析に堪えうると判断できた、1984 年から 2016 年までの気象データからは、気温、雨量、降
雨パターンに温暖化の影響を含む長期的な変動が継続していることを確認した。本研究では三
度目（初回は 1996～1998 年）となる植生の定量的調査は、全体の 27％に留まり分析に堪えない。
そこで、申請者による過去二度の定量的な調査と、さらに古い国立公園化以前に人びとが普通に
暮らしていた時期にさかのぼる定性的な資料等を参考に、人間を含むこの森の変遷を追った。こ
れらの長期気候変動、植生の変化について、「カソゲの森にきざすもの：ヒトがもたらす攪乱と
生成」（『たえる・きざす』京都大学学術出版会、2022 年、pp: 297-326）ならびに、「At the fringes 
of society: The world brought into by the extreme of the present」（Extremeties, Kyoto 
University Press, 2023, pp: 47-76）などで出版するとともに、国際集会の招待講演などで発
表した。 
 在来知にかかわる調査については、Ａ）動植物の方名（トングウェ語）についての聞き取り調
査、Ｂ）現地の植物に詳しい方に同行してもらうなどして、調査地や周辺地域での植物調査をお
こなった。Ａ）については、現地名―方名対照リストである Nishida & Uehara（1981）の方名
表記が、地元の人にとっては馴染みにくい一方で、トングウェ語については言語学的研究も辞書
もない。そこで、一つずつ、繰り返し発音してもらいながら、概ね納得してもらえるようなアル
ファベット表記に近づけた。大まかな規則性を習得できたので、ほ乳類の方名についても、同じ
規則性で表記し、地元の方に確認してもらった。成果の一部は、Tongwe names of mammals: 
Special reference to mammals inhabiting the Kasoje area, Mahale と題する論文として共著
で執筆し公開した（Nakamura et al. 2017, African Study Monographs 38: 221-242）。また、
同地域で人類学的研究をおこなった掛谷誠の著作集の編集に関わり、動植物の方名表記、対応す
る種やその学名などの更新に携わった（『掛谷誠著作集』京都大学学術出版会、第１巻 2017、第
２～３巻 2018）。 
 Ｂ）の植物叢にかかわる実地調査では、植物の方名については、Ａ）の調査の過程で、主に調
査を手伝ってくれていた地元の方も知らない名前なども多数あったので、さらに年長の方に同
行してもらったり、国立公園外では採集した植物を見てもらったりしながら教えを乞うた。植物
写真などを含め、本調査・研究については一次資料の収集が不足しており、植物図鑑の編纂には
将来的な実地調査によって補う必要がある。一方で、現地調査ができなくなったためにおこなっ
た過去資料の渉猟からは、逆に実地調査だけでは得られなかった情報も得ることができた。植物
の画像データ全 246 点から、86%は方名を、89%は種を推定することでき、方名を推定した 211 点
のうち 54 点はこれまで現地で直接観察したことがない植物や、聞き取り調査では未知の方名な
どであった（推定される学名をもとに既出版物から方名を推定）。これらは、今後、方名につい
ての聞き取り調査や種同定の可能性がひらけたことを意味し、在来の植物知識全体を記録に残
すための貴重な資料であることが明らかとなった。 
 
【引用文献】 
Nishida T. & Uehara S.(1981) Kitongwe name of plants: A preliminary listing. African 
Study Monographs 1: 109–131. 
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